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パス間温度緩和工法は当社鋼材の溶接性を活かして多層盛溶接時のパス間温度の制限を緩和する工法です。
ハイパービーム（外法一定Ｈ形鋼）との組合せによって、溶接時間の削減が可能です。

ハイパービーム®× パス間温度緩和工法のメリット
 • 溶接時間の短縮：パス間温度緩和により、溶接部の強度を確保しながら、最大40%の溶接時間を短縮可能です。

×
ハイパービーム® パス間温度緩和工法

（評定CBL SS002-19号）
※パス間温度緩和工法は、日本製鉄株式会社と株式会社角藤の共同開発工法です。

ハイパービーム®×パス間温度緩和工法
梁・床構造 使いやすく・確実早く・経済的 環境にやさしく・持続的

上記の試算はあくまで一例であり、条件等によって適用効果は異なる場合があります。

wCeqの下限を規制し、
パス間温度を緩和

溶接時間を最大40%短縮し
ロボット稼働率拡大

溶接ワイヤの炭素当量wCeqと
溶接部強度の関係

従来工法と本工法の
溶接所要時間の比較例


